
安全上のご注意 必ずお守りください

CDサウンドステーション

取扱説明書

CQ-C1100D品　番

保証書別添付
お買い上げいただき、まことにありがとうございました。
● 取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
● お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。
● 保証書は、｢お買い上げ日・販売店名｣などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

特　長 使用上のお願い
■ CDプレーヤー・FM/AMチューナー、高音質45W×4chパワーアンプを搭載

■ CD-R/RWディスク対応

■ 交通情報などをボタン一つで受信できる、ダイレクトメモリー (D・M) 機能を搭載
● 電源が切れているときも、どのモードからでも、ボタン一つで交通情報を受信できます。
また、お好きな放送局を記憶させることができます。

■ 音質効果が選べるサウンドクオリティー (SQ) 機能を搭載
● お聞きの音楽の種類などに応じて、車室内の音響効果やお好みに合わせて音質効果を選べます。
(�音質を調整する)

■ システムアップ用端子を装備
● 外部音声入力 (AUX-IN) 付き
テレビのステレオ音声などを聞くことができます。

● 外部アンプと接続できるプリアウト端子 (リア) 付き

■ 取りはずしのできる、デタッチャブルフェイスを採用
● 車から離れるときにパネルを取りはずせるので、盗難防止に効果があります。

裏面の「CD-R/RWディスクのご使用について」をよくお読みください。

車載用以外には使用しないでください
● 車載用以外（例えばレジャーボートやアウト
ドアなど）に使用すると、発煙･発火、感電や
けが・故障の原因になる場合があります。

エンジンをかけて使用してください。
● エンジンを止めた状態で長時間使用すると、
バッテリーが消耗します。

他の機器と接続する場合は
● 接続する機器の取扱説明書もよくお読みにな
り、正しく配線してください。

携帯電話を使用する場合は
● 携帯電話を置く位置や向きによっては、雑音
が生じることがあります。
できるだけ本機から離してお使いください。

免責事項について
● 火災、地震、第三者による行為、その他の事
故、お客様の故意または過失、誤用、その他
の異常な条件下での使用により損害が生じた
場合、原則として有料での修理とさせていた
だきます。

● 本製品の使用または使用不能から生じる付随
的な損害 (事業利益の損失、記憶内容の変
化・消失など) に関して、当社は一切の責任
を負いかねます。

● 商品に添付の保証書は、当該製品を業務用の
車両 (バス・タクシー・商用車など) に使用し
た場合、適用対象にはなりません。

音楽などの著作物を個人的に楽しむ場合などを
除き、著作権利者の許諾を得ないでディスクに
複製（録音）、配付、配信することは、著作権
法で禁止されています。十分ご注意ください。

著作権について

パソコンなどによるコピー防止を目的にコピー
コントロールが施された音楽CDが発売されて
います。これは、現状CD規格に合致しないディ
スクであり、本機での再生は保証致しかねます。

通常のCDを用いた再生には支障がなく、コピー
コントロールCDを用いた再生にのみ支障があ
る場合は、コピーコントロールCDの発売元に
お問い合わせください。

コピーコントロールCDについて

付属品・添付品の確認

万一不備な点がございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■付属品
配線関係取り付け関係

● 皿ねじ
(M5×8 ㎜) (4)

● 両面テープ (2)

● 座付きねじ
(M5×8 ㎜) (4)

● 電源コード (1)

● スペーサー (2)

■添付品

● 取扱説明書
(本書) (1)

● 保証書 (1)

電
源
・
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通
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オ
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D

● ラジオアンテナが十分に伸びているか確認してください。
● オートアンテナコントロールコードの接続を確認してください。
● 放送局の電波が弱い。
→放送局を変えてください。

● ラジオアンテナの基台部分がしっかりと車体に取り付けられ
ているか (アース接続) を確認してください。

故障かな!?

万一、故障や異常が起こったら

すぐに電源を切ってください。
安全を確認してから電源の接続をはずし、お
買い上げの販売店、またはお近くの「サービ
ス相談窓口」 に修理を依頼してください。
お客様による修理は、絶対におやめください。

結露について
● 雨の日やヒーターを入れた直後に再生すると、
本機内部（CDプレーヤー）の光学系のレンズ
やディスクに露が生じて、正常な再生ができな
いことがあります。このようなときは、ディス
クを取り出して1時間ほど放置し、自然に露が
とれるのをお待ちください。

こんなときは故障ではありません

こんな表示が出たときは

症　状 原　因　と　処　置 症　状 原　因　と　処　置

音
質
調
整

電源が入らない

● 車のエンジンをかけてください。（「ACC ON｣でも可）
● 各コードの接続を確認してください。
● 本機、または接続した機器のヒューズが切れている。
→ お買い上げの販売店、またはお近くの｢サービス相談窓口｣
にヒューズの交換を依頼してください。

● 音量を上げてください。
● ミュートが｢ON｣になっている。→｢OFF｣にしてください。
● 結露している。→しばらく放置してから使用してください。
● 各コードの接続を確認してください。

音が出ない

雑音が出る

ノイズが多い

CDを入れても音が出な
い、または自動的に排出
される

音が悪い（音がとぶ）

● CDを正しい面で入れなおしてください。
● CDの汚れをクリーニングしてください。
● 音楽用の (録音されている) CDを使用してください。

● CDの汚れをクリーニングしてください。
● 本機の取り付けを確認してください。
→角度を30°以内に調整し、振動しないようにしっかりと
取り付けてください。

CDテキストが表示され
ない

再生経過時間は表示され
ているが、音が出ない

● 本機は、CDテキストに対応しておりません。

● 本機は、CD-DAのみに対応しています。他の形式のデータ
(MP3やWMAなど)は再生できません。

● ミックスモードのCDの第1トラックを再生した。
(ミックスモードとは、第1トラックに音楽以外のデータ、第
2トラック以降に音楽データが、1セッションで記録されて
いるフォーマットです。）
→第2トラック以降の音楽データを再生してください。

左 右 前 後 の 何 れ か の
音が出ない

外 部 ア ン プ か ら 音 が
出ない

ステレオのとき、左右の
音が逆になる

● スピーカーコードの接続を確認してください。

● 携帯電話などを本機から離してください。
● アースコードがしっかりと車体の金属部に接続されているか確認して
ください。

● ディスクが汚れている、裏返しになっている。
● ディスクが音楽用でない、録音されていない。
● 再生できないディスクを使用している。
→ ディスクを確認してください。

E1

E2

E3

● ディスクにキズが付いている。
→ディスクを確認してください。

● 各コードの接続を確認してください。
● フェダーの音量バランスを確認してください。

● 左右前後のバランスを調整してください。
● 各コードの接続を確認してください。

● 何らかの動作エラー（メカエラー）が起きた。
→イジェクトボタンを押しても動作しない場合は、車のエンジン
をかけなおすか、またはACC（車のアクセサリ電源）を入れな
おしてください。
→それでも正常に戻らない場合は、お買い上げの販売店、または
お近くの「サービス相談窓口」に修理を依頼してください。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただく
ことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する
可能性が想定される」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告�
注意�

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は絵表示の一例です。）
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Printed in China

仕　様
■共通
電源電圧 ：DC12 V (11 V～16 V)

-アース
(試験電圧14.4 V)

消費電流 ：8.5 A以下
(CD動作定格出力時)

定格出力 ：16 W × 4 CH
(1 kHz、1%、4 Ω)

最大出力 ：45 W × 4 CH
適合スピーカーインピーダンス ：4～8 Ω
音声入力インピーダンス ：10 kΩ (AUX IN)
音声入力感度 ：200 mVrms (AUX IN)
最大入力レベル ：2 Vrms (AUX IN)
プリアウト出力電圧 ：2.5 Vrms (CD)
プリアウト出力インピーダンス ：200 Ω
外形寸法 ：178 × 50 × 155 (㎜)

(幅 × 高さ × 奥行き)
質　　量 ：1.4 kg

■FMチューナー部
受信周波数 ：76.0 MHz～89.9 MHz
実用感度 (SN比 30 dB) ：11.2 dBf
SN比 (MONO) ：70 dB
ステレオ分離度 ：35 dB
実効選択度 ：75 dB

■AMチューナー部
受信周波数 ：522 kHz～1629 kHz
実用感度 (SN比 20 dB) ：27 dB/¨V
イメージ妨害比 ：50 dB

■CDプレーヤー部
周波数特性 ：20 Hz～20 kHz
信号対雑音比（SN比） ：90 dB (IHF、A)
ワウ・フラッタ ：測定限界以下

製品仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

松下電器産業株式会社
パナソニック オートモーティブ システムズ事業グループ
〒224-8539 横浜市都筑区佐江戸町600番地

© 2003 Matsushita Electric Industrial Co., Ltd. All Rights Reserved.

アフターサービスについて

ご連絡いただきたい内容

修理を依頼されるとき

「故障かな！？」の項目に従ってご確認のあと、なおらないときは、まず電源を切り、お買い上げの
販売店へご連絡ください。

● 保証期間中は
保証書の規定に従って、お買い上げの販売店が修
理をさせていただきます。恐れ入りますが、製品
に保証書を添えてご持参ください。

● 保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご要望に
より修理させていただきます。

品 名 CDサウンドステーション

品 番 CQ-C1100D

お買い上げ日 年　　月　　日

故障の状況 できるだけ具体的に

0120-50-8729
ゴ ー� パナソニック�

045-938-3244

電話�

FAX

フリー�
ダイヤル�

受付 9:00～17:00（土・日・祝日・弊社休日を除く）��
※一般電話、およびFAXをご利用の際の通信料は、�
　お客様のご負担となります。�

■ 一般電話 (携帯電話・PHSなど) 045-929-1265

お客様相談センター

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申しつけください。

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を
必ず確かめ、お買い上げの販売店からお
受け取りください。よくお読みのあと、
保存してください。

■補修用性能部品の保有期間
当社は、本製品の補修用性能部品（機能
を維持するために必要な部品）を、製造
打ち切り後6年保有しています。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間

転居や移動先などでお困りの場合は…
● 修理は、お近くの「サービス相談窓口」へ！
● その他のお問い合わせは、「お客様相談センター」へ！

パナソニック　カーエレクトロニクス　サービス相談窓口一覧表

ご　連　絡　先 ご　連　絡　先

北
海
道
地
区

東
北
地
区

※平成15年10月1日現在
所在地・電話番号が変更になることがあります。
あらかじめご了承ください。

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

札幌市白石区平和通14丁目北1-23

道東ナショナル通信特機 (株)

釧路市鳥取大通り4-17-10

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

仙台市泉区八乙女中央3-2-30

山形ナショナル電機 (株) サービスセンター

山形市流通センター3-12-2

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

テクニカルセンター

宇都宮市下荒針町2678-648

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

新潟市神道寺274-1

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

テクニカルセンター

東京都世田谷区桜丘5-34-6

山梨ナショナルシステム (株)

山梨県中巨摩郡昭和町西条2331

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

テクニカルセンター

名古屋市天白区井口1-301

i011-864-6355

i0154-51-0221

i022-771-0921

i0236-41-8100

i028-649-3515

i025-290-5580

i03-5426-2598

i055-275-7233

i052-802-6773

旭川

札幌

函館

釧路

帯広

青森

秋田

岩手

宮城

福島

山形

栃木

群馬

茨城

新潟

東京

千葉

埼玉

神奈川

山梨

長野

愛知

岐阜

三重

静岡

石川

富山

福井

滋賀

京都

奈良

和歌山

大阪

兵庫

岡山

広島

山口

鳥取

島根

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

大分

熊本

宮崎

鹿児島

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

テクニカルセンター

大阪市淀川区宮原4-4-48

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

広島市西区庚午南1-34-5

山陰ナショナル (株) 松江サービスセンター

松江市平成町182-14

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

高松市勅使町182-1

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

大野城市大城1-21-20

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

熊本市平成2-18-26

パナソニック　カーエレクトロニクス (株)

鹿児島市東谷山2-44-3

沖縄ナショナル特機 (株) サービス課

那覇市西町2-15-1

i06-6350-2611

i082-507-1140

i0852-23-1128

i087-867-1522

i092-504-7700

i096-379-7115

i099-267-6888

i098-868-0242沖
縄

九
州
地
区

四
国
地
区

山
陰

中
国

北
陸
・
近
畿
地
区

中
部
地
区

関
越
　
首
都
圏
地
区

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です）

お買い上げ日

販 売 店 名

お 客 様
ご 相 談 窓 口

年　　　月　　　日 CQ-C1100D品 番

i （ ） ー

i （ ） ー

警告�

禁　止�

運転者は走行中に操作をしない
また、画像・表示を注視しない

走行中の操作や画像・表示の注視は、
前方不注意による交通事故の原因
になります。
必ず安全な場所に停車させてから
操作してください。

禁　止�

取り付け・アース配線等に、
保安部品を絶対に使わない

保安部品（ステアリング・ブレーキ系
統・タンクなど）のボルト・ナット・
ビスを使用すると、事故の原因にな
ります。説明に従い、付属品や指定
の部品を使用してください。

DC12V-アース車で使用する

本機はDC12V-アース車専用
です。DC24V車（大型トラック、
寒冷地仕様のディーゼル車など）
には使用できません。
火災や故障の原因になります。

配線・取り付け作業中は、
バッテリーの-端子を必ずはずす

バッテリーの-端子をつないだ
まま配線・取り付け作業をする
と、ショート事故による感電や
けがの原因になります。

取り付け時

禁　止�

故障や異常のまま使用しない

万一、故障（画像が映らない、音
が出ないなど）や異常（異物が入
った・水がかかった・煙が出る・
異臭がするなど）が起こった場
合は、ただちに使用を中止し、電
源を切り、必ずお買い上げの販売
店、またはお近くの「サービス
相談窓口」に相談してください。
そのまま使用を続けると、事故
や火災・感電の原因になります。

分解禁止�

分解・修理、および改造をしない

分解・修理、改造、コードの被覆
を切って他の機器の電源を取る
のはやめてください。火災・感電、
故障の原因になります。

必ず規定容量のヒューズを使用する
また、交換は専門技術者に依頼する

規定容量を超えるヒューズを使用
すると、発煙・発火、故障の原因
になります。ヒューズの交換や
修理は、お買い上げの販売店、
またはお近くの「サービス相談
窓口」に依頼してください。

コード類は、運転や乗り降りの
妨げにならないように引き回す

ステアリング・シフトレバー・
ブレーキペダル・足などに巻き
付かないように引き回し、まと
めたり固定しておくなどしてく
ださい。事故やけがの原因にな
ります。

指定に従って設置・配線する
説明に従って正しく設置・配線
しないと、事故や火災の原因に
なります。

注意� 取り付け時

適正な音量で使用する

車外や周囲の音が聞こえない状
態での運転は、事故の原因にな
ることがあります。

禁　止�

機器内部に異物を入れない

内部に金属物や燃えやすいもの
などが入ると、動作不良の原因
になるばかりでなく、ショート
や絶縁不良で発熱し、火災や感
電、故障の原因になります。
特に乳幼児にご注意ください。

禁　止�

水のかかる場所、湿気や埃の多い
場所で使用しない

発煙・発火・感電・故障の原因
になることがあります。
特に洗車や雨のときなどに、水が
かからないようにしてください。 禁　止�

可動部やディスク挿入口に
手・指を入れない

手や指を挟まれるなど、けがの
原因になることがあります。
特に乳幼児にご注意ください。

配線・取り付けは、専門技術者に
依頼する

配線・取り付けには専門技術と
経験が必要です。
安全のため、必ずお買い上げの
販売店に依頼してください。 禁　止�

コードを破損しない

断線やショートにより、感電や火
災の原因になることがあります。
● 車体やねじ・可動部（シート
レールなど）への挟み込みで
破損しないように引き回す。

● 傷つける、無理に引っ張る、
折り曲げる、ねじる、加工す
る、熱器具へ近づける、重い
ものをのせるなどしない。

禁　止�

本機の通風孔や放熱板をふさがない

内部に熱がこもり、発火や故障
の原因になることがあります。

必ず付属品や指定の部品を使用する

指定以外の部品を使用すると、
機器の内部を損傷したり、しっ
かり固定できずにはずれるな
ど、事故や故障、火災の原因に
なることがあります。
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